
 

               

 

和歌山市の移住・定住施策について 
～加太モデルを他地域に広げる～ 

 

（１）加太モデル 

 ①概要 

平成３０年度に連携協定を締結した、東京大学生産技術研究所と、地元団体と本市の３

者での取り組んできた加太の活性化策の取組で、現在、加太まちづくり株式会社を中心に

地元が主体となり情報発信や移住希望者の案内・相談に対応しています。  

 

②成果 

・東京の企業のワーケーション誘致 

・有名な若手陶芸家の加太への移住  

・漂流物の調査を行っている大阪府立大学准教授のチームが、空き家を活用した地域交流

拠点の設置を検討 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③課題 

 ・活用できる物件はあるが、本市での暮らしをすぐに体験できる施設がない。 

 ・加太地区以外での地域の情報発信については不十分。 

 

（２）今後の施策 

 ①地方移住への発信関心が高い都市圏への情報発信の強化 

②お試し居住施設の整備 

   豊かな自然を活かした様々なライフスタイルが可能な地域で空家を活用し、お試し 

居住施設を整備 

【山東地区】 

農業が盛んな地域における農業を絡めたスローライフを満喫する暮らしの提案 

【和歌浦・雑賀崎地区】 

 漁業を中心とした地域で、加太と同様に海に近い場所での暮らしやワーケーションの提案 
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昨年度行われた東京の企業による

ワーケーション 
大阪から移住の陶芸家 大阪府立大学准教授による漂流物調

査の様子（友ヶ島） 


